
■■ 都市の潤い、氷川参道

さいたま市の新たな拠点、さいたま新都心の北
端から 2kmに渡り伸びる緑の回廊が、約 2000 年
の歴史をもつといわれる氷川神社へと続く氷川参
道です。ここは貴重な都市の潤いとして、地域を
代表する空間となっています。しかし、この道は
かつて周辺の渋滞する道路を避ける車が1日 5,000
台以上も通行し、違法駐車にあふれ、沿道の住民
や歩行者などにとって危険な道路でした。この道
を、静かで憩いのある地域が誇れる道にするため、

長い時間をかけな
がら住民や行政と
ともに取り組んで
いる土木技術者が
います。埼玉大学
大学院の久保田尚
教授です。

■■ 交通計画検討協議会の設立

多くの関係者がそれぞれ参道に対して「なんと
かしたい」という想いをもちながらも、交通問題
のほかに、樹木の保全や複雑に入り組んだ土地の
権利関係などで、それぞれの利害が対立し、それ

までも何度かあった参道の環境改善のための話し
合いは必ずしもうまくいっていませんでした。
それでも関係者はそれぞれの「なんとかした

い」という想いを行動に起こしていました。
周辺の住民は「氷川の杜うるおいのあるまちづ
くり推進協議会」を設立し、『車のない、美しい
参道を後世に残していく』ことを目標に、独自
にワークショップやシンポジウムを開催して、市
へ提言書を提出するなどの活動を行いました。
一方、大宮市（当時）でも参道を良くするために
は地域の世論を形成する必要があると、交通問題
を軸に新たな話し合いの場を検討していました。
そして市、住民をはじめ県や警察など関係する
人たちが一堂に会する「氷川参道周辺まちづくり
交通計画検討協議会」が 1999（平成 11）年に設立
されました。
■■ 検討協議会での対立

市の担当者と以前から交流のあった久保田氏
は、検討協議会の座長として関係者間の議論を取
り仕切る立場で参加しました。が、当初は意見の
対立が大きく、『このままでうまくいくだろうか、
本当に大丈夫なのだろうか』と感じたと、久保田

氏は当時を振り返ります。
住民側の、過去の経緯からくる行政
への不信感や、参道を良くしたいとい
う熱意による『早期に参道の歩行者専
用化を』という強い主張に対し、市や
警察は現実問題として歩行者専用化の
困難さを説明しました。検討協議会は
『何をするのか』という点で大きく対
立し、前に進むことができなくなって
しまったのです。検討協議会の場で誰
かが損をするような形が生まれないよ
う中立的な立場を意識していた久保田
氏は、そうした状況をみて『まず、ど
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図-1 少しずつ進められている氷川参道の交通まちづくり



ういう影響があるのか見てみよう』と、自身が研
究していた当時としては珍しい、自動車 1台単位
で交通状況を再現することのできる交通ミクロシ
ミュレーションを実施し、住民の人たちの主張や
市や県が計画していた道路整備などを考慮に入れ
た交通状況の予測をすることを提案しました。
これが、このプロジェクトの大きなターニング
ポイントとなったのです。
■■ まず、できることを

後日、予測結果が検討協議会に示されました。
それは、参道を通行止めにした場合、迂回する
車で隣接する幹線道路が完全なマヒ状態に陥るな
ど、広域的に多大な影響があるという結果でし
た。また、近隣の都市計画道路が完成すれば、参
道が通行止めでも周囲への影響は軽微であること
も示されました。
この結果を見て『自分たちのところが良くなっ
ても、周りへの迷惑が大きすぎる』、『将来的に都
市計画道路ができれば歩行者専用化は問題ないの
では』と感じた住民は、それまでの『早期の歩行
者専用化』から『長期的な歩行者専用化』に主張
を変え、『まず今、なにができるのか』と考え始
めたのです。
『この変化がなければ、検討協議会は空中分解
し、プロジェクトはダメになっていただろう』と、
久保田氏は当時を振り返ります。
住民の意識の変化で、検討協議会はそれぞれの
熱意ゆえに対立していた当初のヤマを越え、熱意
が前に進む力となり、『今できることは何か』、
『それはどうやったらできるのか』と話し合う場
となり、参加者も議論をすることが楽しくなって
いきました。
そして『とりあえず、できることを試してみよう』

と、社会実験を行ってみることになったのです。
■■ できることから、少しずつ

多くの関係者の想いを形にした社会実験は、
2000（平成 12）年の春に行われました。
この模様はテレビなどでも報じられ、賛成の

人、反対の人、知らなかった人、関心の低かった
人も巻き込んで行われました。「社会実験で住民

が参道の将来の姿を体験できたことは大きかっ
た」と当時の市の担当者は振り返ります。そし
て、実験で得られた多くの人の賛成をもとに、
2002（平成 14）年に、まずとりあえずの目標であっ
た歩行者と車を分離する工事が完了しました。
関係する人それぞれが、それぞれの主張を少し
ずつ譲り合って実現した社会実験。その成功は、
地域の人たちに『少しずつなら、みちは変えていく
ことができる』という意識と『やれることは、やっ
てみよう』という雰囲気を生みました。そして、
この成功体験を得た関係者の人たちは、その後も
検討協議会で議論を続け、2005（平成 17）年には
新たな社会実験を実施し、2006（平成 18）年に一
方通行化を実現することに成功しました。今も、
できることから、少しずつ、氷川参道のまちづく
りは進んでいます。
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〉〉あなたのまわりに行動する技術者はいませんか？
新しい発想で、国土・地域づくりや地域に貢献する活動に取り組
んでいる技術者をご紹介ください。自薦・他薦は問いません。

●申込先：行動する技術者たち取材班
E-mail アドレス： kwatanabe@ibs.or.jp

正会員
行動する技術者たち取材班

国土交通省国土技術政策総合研究所　交流研究員

中島敬介
NAKAJIMA Keisuke

――この取組みがうまくいってい

る要因は？

久保田氏：議論だけでは互いの関

係がとげとげしくなってしまいます。

実験で少しのことでも実際にやっ

てみて体験できたことは１つのポ

イントだと思います。

――住民の土木技術者（久保田氏）を見る目はどうでしたか？

久保田氏：住民の人は私を土木の人と見ていないかもしれません

（笑）。ただ、自分たちの身近な生活環境を良くしてくれる学問や

分野があるということは感じたようです。土木は本来そういう面を

もつものだと思いますので、そこを感じていただけたのはうれし

いと思っています。

久保田尚氏にインタビュー

Column

実験を見守る久保田尚氏（右）
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